
SBS テレビで毎週土曜の朝 放送された「教えて！健康診断」。

当サイトで動画を公開しておりますので是非ご覧ください。

11月放送【血液検査で病気早期発見を】 12月放送【画像診断について】

1月放送【健康診断と人間ドック】 2月放送【メタボと食事】



公益財団法人SBS静岡健康増進センター協力によるテレビ番組「教えて！健康診断」が、
SBSテレビで放送されている。健診結果を日常生活に役立ててもらおうと、健診結果の見方
や病気予防の心掛けについて医師が分かりやすく解説。今回の紙面では、同センターの古賀
震所長が解説した11月放送分の内容を紹介する。   〈企画・制作／静岡新聞社地域ビジネス推進局〉

公益財団法人 ＳＢＳ静岡健康増進センター協力

SBSテレビ 毎週土曜日
朝７時２５分～７時３０分放送

血液検査で病気早期発見を血液検査で病気早期発見を血液検査で病気早期発見を血液検査で病気早期発見を
血液検査　 脂質検査　 血 糖 値 肝 機 能

こが・しん　熊本大学医学部卒業、同大学院博士課程修了。熊本赤十字
病院、米国コロンビア大学医学部研究員、宮崎医科大学講師、健康保険天
草中央総合病院内科医長・血液免疫内科部長、和歌山県立医科大学助教
授、静岡県立大学教授などを経て、現職。日本血液学会血液内科専門医・
指導医・評議員。

公
益
財
団
法
人

Ｓ
Ｂ
Ｓ
静
岡
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

所
長  
古
賀
震
さ
ん

「教えて！健康診断」はSBSテレビで
毎週土曜朝7：25～7：30で放送中、
3月５日まで全１7回（１月１日は除く）
を予定しています。
放送を終了した回は、
SBSの公式YouTube
で見ることができ
ます。　 視聴はこちらから▲

―
 

血
液
検
査
か
ら
ど
ん
な

こ
と
が
分
か
り
ま
す
か
？

　
古
賀　
血
液
を
検
査
す

る
こ
と
で
、
脂
質
、
血
糖
、

肝
機
能
・
肝
炎
、
腎
機
能

の
検
査
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

―
 

結
果
の
見
方
を
詳
し
く

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
古
賀　
ま
ず
赤
血
球
の

数
で
す
。
数
値
が
低
け
れ

ば
貧
血
の
疑
い
が
あ
り
ま

す
。
逆
に
高
け
れ
ば
多
血

症
や
脱
水
な
ど

が
考
え
ら
れ
、

頭
痛
や
め
ま

い
、
目
や
口
の

粘
膜
が
充
血
し

て
、
体
が
だ
る

い
、
か
ゆ
い
な

ど
の
症
状
が
出

ま
す
。

　
次
に
血
小
板

で
す
。
血
液
が

固
ま
り
や
す
い

か
ど
う
か
が
わ

か
り
ま
す
。
数

値
が
低
い
と
出

血
し
や
す
い
、

血
が
と
ま
ら
な

い
と
い
っ
た
症

状
に
つ
な
が
り
ま
す
。
数

値
が
高
い
と
血
栓
を
引
き

起
こ
し
、
血
管
が
詰
ま
っ

て
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
白
血
球
に
つ
い
て
み
て

み
ま
し
ょ
う
。
白
血
球
の

働
き
は
、
体
内
に
侵
入
し

た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

を
認
識
し
て
排
除
し
て
く

れ
る
血
液
細
胞
で
す
。
白

血
球
の
数
は
、
感
染
症
、

炎
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
、
喫
煙
、
薬
剤
の
服
用

な
ど
に
よ
っ
て
増
加
し
ま

す
。
白
血
球
は
い
く
つ
か

の
種
類
に
分
類
さ
れ
、
そ

の
構
成
割
合
を
調
べ
る
こ

と
で
、
病
気
を
特
定
し
た

り
病
気
の
予
防
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
血
液
検
査
の
結
果
が

Ａ
、Ｂ
の
判
定
な
ら
心
配

あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｄ
、Ｅ
判

定
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必

ず
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

血
液
検
査
か
ら

わ
か
る
こ
と

―
 

脂
質
検
査
か
ら
ど
ん
な

こ
と
が
分
か
り
ま
す
か
？

　
古
賀　
脂
質
は
、
血
液

検
査
か
ら
５
つ
の
項
目
を

測
定
し
て
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
み
ま
す
。
そ

の
上
で
動
脈
硬
化
の
危
険

因
子
を
推
察
し
ま
す
。

―
 

結
果
の
見
方
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
古
賀　
脂
質
の
検
査
項

目
結
果
で
、
特
に
注
目
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
が
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
で
す
。

　
Ｈ
Ｄ
Ｌ
は
善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
と
も
呼
ば
れ
、

血
管
の
壁
に
付
着
し
た
余

分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

取
り
除
く
働
き
を
し
ま

す
。
こ
の
値
が
低
い
と
動

脈
硬
化
や
心
疾
患
へ
の
注

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
と
も
呼
ば
れ
、

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子

で
、
高
い
と
要
注
意
で
す
。

特
に
酸
化
型
の
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
心
筋
梗

塞
、
脳
梗
塞
と
い
っ
た
命

に
関
わ
る
病
気
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　
次
に
、
中
性
脂
肪
に
つ

い
て
で
す
。
中
性
脂
肪
は
、

主
に
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
の
働
き
を
し
て
い

ま
す
が
、
増
え
過
ぎ
る
と

動
脈
硬
化
や
膵
炎
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
急
性
膵
炎

は
膵
臓
だ
け
で
な
く
、
他

の
臓
器
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
あ
り
、
悪
化
す

る
と
意
識
障
害
や
シ
ョ
ッ

ク
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
中
性
脂
肪
の
高

い
方
、
特
に
５
０
０
以
上

の
方
は
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

脂
質
検
査
か
ら

わ
か
る
こ
と

―
 

血
液
検
査
で
分
か
る
肝

機
能
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
古
賀　
肝
臓
は
臓
器
の

中
で
も
非
常
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

タ
ン
パ
ク
や
糖
質
、
脂
質
、

ビ
タ
ミ
ン
の
合
成
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
解
毒
な
ど
で

す
。
血
液
検
査
で
は
肝
臓

の
機
能
が
本
当
に
よ
く
分

か
り
ま
す
。
代
表
的
な
検

査
項
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
は
、
肝

臓
や
胆
道
の
疾
患
や
黄
疸

の
診
断
に
用
い
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｔ
、Ａ
Ｌ
Ｔ
は
脂

肪
肝
や
薬
剤
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
ウ
イ
ル
ス
、
肝
臓
が

ん
な
ど
で
上
昇
し
ま
す
。

特
に
肝
細
胞
に
脂
肪
が
貯

留
す
る
脂
肪
肝
は
成
人
男

性
の
約
30
％
、
女
性
の

10
％
強
で
認
め
ら
れ
ま

す
。
脂
肪
肝
の
原
因
は
ア

ル
コ
ー
ル
、
肥
満
、
糖
尿

病
が
３
大
原
因
で
生
活
習

慣
の
改
善
が
大
切
で
す
。

　
γ―

Ｇ
Ｔ
は
お
酒
を
飲

み
過
ぎ
る
と
上
昇
し
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
肝

機
能
障
害
が
あ
る
か
調
べ

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
ア
ル
ブ
ミ
ン
は
、
肝
臓

で
作
ら
れ
る
重
要
な
タ
ン

パ
ク
質
で
す
。
数
値
が
低

い
場
合
は
肝
臓
に
異
常
が

起
き
て
い
ま
す
。
栄
養
障

害
も
疑
わ
れ
ま
す
。

　
肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と

い
わ
れ
、
障
害
が
起
こ
っ

て
い
て
も
症
状
が
な
か
な

か
現
れ
ま
せ
ん
。
黄
疸
な

ど
の
症
状
が
出
た
場
合
は

か
な
り
病
気
が
進
行
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
血
液
検
査
で

早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
健
康
診
断
は
毎
年
継
続

し
て
行
う
こ
と
で
体
の
変

化
も
分
か
り
健
康
維
持
に

非
常
に
役
に
立
ち
ま
す
。

血
液
検
査
と

肝
機
能

―
 

血
糖
値
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
。

　
古
賀　
皆
さ
ん
ご
飯
を

食
べ
ま
す
ね
。
こ
れ
が
体

の
中
で
ブ
ド
ウ
糖
と
な

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り

ま
す
。
血
液
の
中
に
ど
れ

ぐ
ら
い
糖
分
が
あ
る
か
と

い
う
の
が
血
糖
値
で
す
。

―
 

結
果
の
見
方
を
詳
し
く

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
古
賀　
ま
ず
、「
空
腹

時
血
糖
」
で
す
。
こ
れ
は

糖
尿
病
の
診
断
を
す
る
大

事
な
値
で
す
。
こ
の
空
腹

時
血
糖
と
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の

２
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
糖

尿
病
の
判
定
を
行
い
ま

す
。

　
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
、
過
去

１
〜
２
カ
月
の
血
糖
値
を

反
映
す
る
た
め
、
糖
尿
病

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
安

と
し
て
重
要
で
す
。
た
と

え
ば
い
つ
も
ご
飯
を
食
べ

過
ぎ
て
い
な
い
か
、
甘
い

も
の
ば
か
り
を
食
べ
て
い

な
い
か
、
お
酒
を
飲
み
過

ぎ
て
い
な
い
か
が
分
か
り

ま
す
。
数
値
が
６
・
５
以

上
で
糖
尿
病
、
６
・
３
〜

６
・
４
あ
た
り
が
予
備
軍

で
す
。

　
ま
た
尿
検
査
で
も
糖
尿

病
の
疑
い
が
あ
る
か
ど
う

か
分
か
り
ま
す
。
糖
尿
病

や
腎
性
糖
尿
な
ど
が
あ
る

と
、
尿
糖
が
陽
性
（
プ
ラ

ス
）
と
な
り
ま
す
。

―

糖
尿
病
を
予
防
す
る
に

は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
た
ら
よ
い
で
す
か
？

　
古
賀
　
糖
尿
病
は
怖
い

病
気
で
す
。
症
状
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
失
明

や
透
析
、
足
を
失
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
を

予
防
す
る
に
は
、
適
切
な

食
事
や
運
動
、
お
酒
の
飲

み
過
ぎ
を
控
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

血
糖
値
と

糖
尿
病

検査項目 基準値

アルブミン 3.9g/dl以上
血液蛋白のうちで最も多く含まれるのがアルブミンで
す。アルブミンは肝臓で合成され、肝障害、栄養障害、
ネフローゼ症候群などで減少します。

ALT（GPT） 30U/L以下

AST は心臓、肝臓、骨格筋に、ALT は肝臓に多く存
在する酵素です。値が高い場合は脂肪肝、アルコー
ル性肝炎、急性肝炎、慢性肝炎、肝臓がんなどが疑
われます。

AST（GOT） 30U/L以下

HCV抗体 陰性（－）

3+（高力価）の場合は C 型肝炎ウイルスに感染して
いる可能性が大であり、2+（中力価）、+（低力価）
の場合、追加血液検査で感染しているかどうかを判定
します。

HBs抗原 陰性（－） 陽性（＋）の場合は B 型肝炎ウイルスに感染している
可能性が高くなります。

ＬＤ 124～222U/L
（IFCC法）

全身の細胞に広く分布している酵素の一つです。急性
肝炎や心筋梗塞などで値が増加します。

γ-GT（γ-GTP） 50U/L以下
飲酒によって上昇することがあるため、アルコール性
肝障害の有無を調べるほか、胆管閉塞の手掛かりとな
ります。まれに薬剤の作用でも上昇することがあります。

総ビリルビン 0.2～1.5mg/dl 肝・胆道系疾患や黄疸の診断に用います。

検査項目 基準値

尿　糖 陰性（－） 糖尿病や腎性糖尿などで陽性（＋）となります。

HbA1c 5.5 %以下 過去 1～ 2 か月間の血糖値を反映するため、
糖尿病のコントロールの目安として重要です。

99 mg/dl以下空腹時血糖
糖尿病を診断する指標となります。血糖は食事
の影響で上昇するため、空腹時血糖と HbA1c
を組み合わせて糖尿病の判定を行います。

検査項目

赤血球数

ヘモグロビン

ヘマトクリット

MC V

M C H

MCHC

血小板数

白血球数

血
液
像

好中球

リンパ球

単　球

好酸球

好塩基球

男：400～539 ×104/μl
女：360～489 ×104/μl
男：13.1～16.3 g/dl
女：12.1～14.5 g/dl
男：38.5～48.9 %
女：35.5～43.9 %
83.0～109.0 fl

28.0～36.0 pg

28.0～37.0 %

14.5～32.9 ×104/μl

3.1～8.4 ×103/μl

30.0～70.9 %

15.0～50.9 %

2.0～10.9 %

10.9 %以下

2.9 %以下

基準値

体内に侵入した細菌やウイルス、異物などを認識
して排除する血液細胞の白血球の数を調べます。
感染症、炎症やアレルギー疾患、喫煙、薬剤、稀
に血液疾患によっても増加します。

血液の凝固・止血に関係する成分です。高度に
減少すると出血しやすくなり、増加すると血栓を生
じ脳梗塞や心筋梗塞を起こしやすくなります。

値が低ければ貧血が疑われ、高ければ多血症、
脱水などが考えられます。

検査項目 基準値

non-HDL
コレステロール 90～149 mg/dl 総コレステロールから HDL コレステロー

ルを引いた値。

血管壁に付着した余分なコレステロール
を取り除く働きをするので「善玉コレステ
ロール」とも言われます。この値が低い
と動脈硬化や心疾患への注意が必要とな
ります。

ＨＤＬコレステロール
（善玉コレステロール） 40 mg/dl以上

中性脂肪 30～149 mg/dl

おもに体のエネルギー源としての働きを
していますが、増えすぎると動脈硬化・
膵炎の原因になります。正確な検査のた
めには10時間以上の空腹時間が必要。

LDLコレステロール
（悪玉コレステロール） 60～119 mg/dl

「悪玉コレステロール」と呼ばれ、特にこ
の酸化型が動脈硬化や心筋梗塞、脳梗
塞の原因となります。

総コレステロール 140～199 mg/dl

血液中の LDL および HDL コレステロー
ルなどを含みます。総コレステロールが高
い状態は動脈硬化の危険因子とされます。
低い場合は栄養障害などが疑われます。



公益財団法人SBS静岡健康増進センター協力によるテレビ番組「教えて！健康診断」が、SBSテ
レビで放送されている。健診結果を日常生活に役立ててもらおうと、健診結果の見方や病気予防
の心掛けについて医師が分かりやすく解説。今回の紙面では、同センターの中島信明副所長が解説
した12月放送分の内容をまとめて紙面で紹介する。  〈企画・制作／静岡新聞社地域ビジネス推進局〉

公益財団法人 ＳＢＳ静岡健康増進センター協力

画像から体内の異変を探る画像から体内の異変を探る画像から体内の異変を探る画像から体内の異変を探る
レントゲン　 CT・MRI　 バリウム・胃カメラ エコー

なかじま・のぶあき　群馬県生まれ。県立総合病院で放射
線科の専門医を長年務め、健診分野の画像診断で、病気の
早期発見、治療に尽力。レントゲンやCTなどの検査におけ
る放射線被ばくの影響を最小限にするための講演活動に
も力を入れている。

公
益
財
団
法
人

Ｓ
Ｂ
Ｓ
静
岡
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

副
所
長  
中
島
信
明
さ
ん

SBSテレビ 毎週土曜日
朝７時２５分～７時３０分放送

「教えて！健康診断」はSBSテレビで
毎週土曜朝7：25～7：30で放送中、
2月26日まで全１6回（１月１日は除
く）を予定しています。
放送を終了した回は、
SBSの公式YouTube
で見ることができ
ます。　 視聴はこちらから▲

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
で
分
か
る
こ
と

バ
リ
ウ
ム
検
査

と
胃
カ
メ
ラ

―
 

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
治
療

で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断

層
撮
影
装
置
（
Ｃ
Ｔ
）
が

大
き
な
役
目
を
果
た
し
た

と
聞
き
ま
し
た
。

　
中
島
　
コ
ロ
ナ
感
染
症

で
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

肺
炎
が
重
症
化
す
る
と
命

に
か
か
わ
り
ま
す
。
呼
吸

不
全
と
な
り
人
工
心
肺
装

置
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ（
エ
ク
モ
）
を

必
要
と
す
る
患
者
が
多
数

出
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
肺

炎
を
早
期
診
断
す
る
た
め

に
Ｃ
Ｔ
が
大
活
躍
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
肺
炎
の
早
期
の

像
は
非
常
に
淡
い
影
で
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
判
別
困

難
で
す
。Ｃ
Ｔ
で
は
淡
い

す
り
ガ
ラ
ス
陰
影
と
し
て

写
り
ま
す
の
で
、
早
期
治

療
に
と
て
も
役
立
ち
ま
し

た
。

―
 

Ｃ
Ｔ
と
並
ん
で
よ
く
聞

く
検
査
装
置
に
磁
気
共
鳴

画
像
装
置
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
が

あ
り
ま
す
。
健
診
で
Ｍ
Ｒ

Ｉ
は
何
を
診
ま
す
か
？

中
島

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
健

診
で
は
主
に
脳
が
検
査
対

象
で
す
。
脳
の
血
流
低
下
、

脳
梗
塞
、
微
小
出
血
、
脳

動
脈
瘤
（
り
ゅ
う
）、
脳

動
脈
硬
化
症
な
ど
が
よ
く

発
見
さ
れ
ま
す
。
放
射
線

は
使
わ
ず
磁
石
で
撮
影
す

る
の
で
、
若
者
や
妊
娠
し

た
女
性
で
も
安
心
し
て
検

査
が
で
き
ま
す
。Ｍ
Ｒ
Ｉ

は
、
体
内
の
水
分
や
脂
肪
、

血
管
な
ど
の
情
報
を
別
々

に
画
像
化
す
る
た
め
、
検

査
時
間
は
30
分
程
度
か
か

り
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
脳
、
脊
髄
脊

椎
、
骨
関
節
な
ど
呼
吸
で

ぶ
れ
な
い
場
所
で
は
精
度

の
高
い
画
像
が

得
ら
れ
ま
す
。

一
方
Ｃ
Ｔ
は
、

数
秒
か
ら
十
数

秒
で
撮
影
で

き
、
救
急
で
も

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
対
応
で
き
ま

す
。

―
 

エ
コ
ー
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
？

　
中
島
　
超
音
波
を
使
っ

た
画
像
検
査
で
す
。
漁
船

に
あ
る
魚
群
探
知
機
も
エ

コ
ー
画
像
で
す
。
妊
婦
健

診
で
も
胎
児
を
エ
コ
ー
画

像
で
診
断
し
ま
す
が
、
放

射
線
を
用
い
ま
せ
ん
の
で

安
心
し
て
検
査
で
き
ま

す
。

　
健
診
で
は
肝
臓
、
胆
の

う
、
す
い
臓
、
腎
臓
、
ひ

臓
な
ど
が
検
査
対
象
で

す
。
肝
臓
で
は
が
ん
、
脂

肪
肝
な
ど
、
胆
の
う
で
は

胆
石
や
ポ
リ
ー
プ
、
腎
臓

で
は
結
石
、
が
ん
な
ど
が

診
断
で
き
ま
す
。

　
超
音
波
は
骨
や
気
体
を

通
過
し
ま
せ
ん
。
臓
器
を

診
る
た
め
、
腹
部
を
圧
迫

し
た
り
肋
骨
を
避
け
た
り

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
胃
や
大
腸
の
裏
に
あ

る
す
い
臓
は
描
出
し
に
く

い
の
で
強
く
圧
迫
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
腹
部
の
後
ろ

に
あ
る
腎
臓
は
横
向

き
の
姿
勢
で
観
察
し

ま
す
。
体
の
向
き
を

変
え
た
り
、
圧
迫
し

た
り
し
ま
す
が
、
き

れ
い
な
画
像
を
撮
る

た
め
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

―
 

肝
臓
、
腎
臓
以
外

も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？

　
中
島
　
脂
質
異
常
症
、

い
わ
ゆ
る
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
に
よ
る
動
脈
硬
化

症
の
診
断
に
も
用
い
ら
れ

ま
す
。
動
脈
硬
化
は
無
症

状
の
う
ち
に
進
行
す
る
た

め
、
エ
コ
ー
で
首
の
太
い

血
管
を
診
て
現
状
を
把
握

し
ま
す
。

　
画
像
は
血
液
の
流
れ
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
赤
い

丸
の
と
こ
ろ
に
プ
ラ
ー
ク

が
で
き
て
流
れ
が
悪
く

な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ー

ク
が
進
行
す
る
と
脳
梗
塞

の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
健
康
診
断
の
結
果
を
ぜ

ひ
、
あ
な
た
の
健
康
維
持

に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

―
 

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

で
何
が
分
か
り
ま
す
か
？

　
中
島
　
肺
炎
や
肺
が
ん

な
ど
、
主
に
肺
の
病
気
が

な
い
か
を
診
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
撮
影
範
囲
に

入
る
肋
骨
（
ろ
っ
こ
つ
）、

鎖
骨
、
脊
椎
骨
な
ど
の
骨
、

心
臓
や
大
血
管
、
気
管
や

食
道
、
胃
、
大
腸
の
一
部
、

肝
臓
、
腎
臓
な
ど
も
診
て

い
ま
す
。

―
 「

白
い
影
」
と
は
何
で

す
か
？

　
中
島
　
レ
ン
ト

ゲ
ン
は
Ｘ
線
が
多

く
当
た
る
と
写
真

が
黒
く
、
少
な
い

と
白
く
写
り
ま

す
。
普
通
の
写
真

と
逆
で
、
ネ
ガ
の

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
骨
や
内
臓
な
ど

で
は
Ｘ
線
が
吸
収

さ
れ
て
白
く
写

り
、
肺
は
空
気
の

塊
で
ぶ
つ
か
る
物
が
な
い

た
め
Ｘ
線
が
素
通
り
し
て

黒
く
写
り
ま
す
。
黒
く
写

る
正
常
の
肺
の
中
で
、
異

常
な
部
分
は
白
く
写
る
た

め
「
白
い
影
」
と
表
現
さ

れ
ま
す
。
が
ん
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
そ
う
な
怖
い
表
現

で
す
よ
ね
。

　
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
少

な
い
Ｘ
線
の
量
で
も
撮
影

で
き
、
小
さ
な
異
常
も
わ

か
る
の
で
、
安
全
性
と
高

い
診
断
能
力
か
ら
、
健
診

で
は
若
い
方
で
も
安
心
し

て
毎
年
撮
影
さ
れ
て
い
ま

す
。
画
像
の
よ
う
に
正
常

時
の
過
去
画
像
と
比
較
で

き
る
と
新
た
に
出
現
し
た

異
常
な
部
分
は
把
握
し
や

す
く
、
病
気
の
早
期
発
見

に
大
変
有
効
で
す
。
こ
の

比
較
診
断
の
た
め
に
毎
年

同
じ
施
設
で
健
診
を
受
け

る
こ
と
は
大
変
重
要
で

す
。

　
咳
を
し
た
と
き
に
肋
骨

に
ひ
び
が
入
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
健
診
で
は
見

つ
か
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

―
 

胃
の
バ
リ
ウ
ム
検
査
で

何
が
分
か
り
ま
す
か
？

　
中
島
　
バ
リ
ウ
ム
は
Ｘ

線
が
通
ら
な
い
た
め
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
白
く
写

り
ま
す
。
胃
の
検
査
で
は

胃
の
表
面
に
薄
く
バ
リ
ウ

ム
を
塗
る
た
め
、
検
査
の

時
に
は
体
を
上
下
左
右
に

動
か
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
胃
の
全
体
像

や
表
面
像
、
あ
る
程
度
の

大
き
さ
の
ポ
リ
ー
プ
や
胃

が
ん
、
胃
炎
、
通
過
障
害

の
有
無
、
食
道
へ
の
逆
流

な
ど
が
診
断
で
き
ま
す
。

　
バ
リ
ウ
ム
検
査
の
利
点

は
、
粘
膜
の
下
に
で
き
る

ス
キ
ル
ス
胃
が
ん
が
見
つ

け
や
す
い
点
で

す
。
ま
た
、
胃
の

全
体
像
が
見
え
、

異
常
の
範
囲
が
わ

か
り
ま
す
。

―
 

胃
カ
メ
ラ
を

希
望
す
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
胃
カ
メ

ラ
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
中
島
　
フ
ァ
イ
バ
ー
ス

コ
ー
プ
に
よ
る
内
視
鏡
検

査
で
、
の
ど
、
食
道
、
胃
、

十
二
指
腸
の
粘
膜
表
面
を

直
接
見
て
診
断
で
き
ま

す
。
以
前
は
口
か
ら
挿
入

す
る
た
め
嘔
吐
（
お
う
と
）

で
苦
し
む
方
も
多
く
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
鼻
か

ら
挿
入
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
少
し
楽
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
特
殊
な
光
を
当

て
て
表
面
の
血
管
の
異
常

を
診
る
こ
と
が
で
き
、
早

期
が
ん
を
見
つ
け
や
す
い

で
す
。
が
ん
が
疑
わ
し
い

場
合
に
は
直
接
組
織
を
取

る
生
検
も
で
き
ま
す
。

　
微
細
な
小
病
変
を
直
接

見
る
内
視
鏡
検
査
と
、
全

体
像
を
把
握
で
き
る
バ
リ

ウ
ム
検
査
は
互
い
に
補
完

し
あ
う
関
係
で
す
。

　
胃
が
ん
は
早
期
発
見
す

れ
ば
治
癒
で
き
る
病
気
で

す
。

Ｃ
Ｔ
検
査
と

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

エ
コ
ー
検
査
で

分
か
る
こ
と

新型コロナ肺炎のCT像

胸部レントゲン（比較診断）

正常（2年前） 肺がん

頚動脈エコー（カラードップラー）

縦断像 横断像

胃多発ポリープ

胃内視鏡 バリウム検査

レントゲン撮影装置

ＣＴ検査装置

エコー検査装置 胃カメラ装置

バ
リ
ウ
ム
検
査
装
置
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公
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団
法
人

Ｓ
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Ｓ
静
岡
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

副
所
長  
中
上
和
彦
さ
ん

SBSテレビ 毎週土曜日
朝７時２５分～７時３０分放送

「教えて！健康診断」はSBSテレビで
毎週土曜朝7：25～7：30で放送中、
2月26日まで全１6回を予定してい
ます。
放送を終了した回は、
SBSの公式YouTube
で見ることができ
ます。　     視聴はこちらから▲

人
間
ド
ッ
ク
と

定
期
健
康
診
断

が
ん
検
診
と
は

―
 

健
康
寿
命
と
は
ど
の
よ

う
な
意
味
で
し
ょ
う
か
？

　
中
上　
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界

保
健
機
関
）
が
提
唱
し
た

も
の
で
、「
健
康
上
の
問

題
が
な
く
、
日
常
生
活
を

送
れ
る
期
間
」
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

こ
の
「
健
康
寿
命
」
と
「
平

均
寿
命
」
の
差
が
男
性
で

約
９
年
、
女
性
で
約
12
年

あ
り
、
単
に
平
均
寿
命
が

延
び
て
も
幸
せ
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

10
年
前
後
、
日
常
生
活

に
制
限
の
あ
る
「
健
康
で

な
く
自
立
し
て
い
な
い
期

間
」
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、

〝
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ

〝

と

は
違
う
話
に
な
り
ま
す
。

―
 

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す

か
？

　
中
上

自
立
が
難
し
く

な
る
要
因
と
し
て
、「
手

足
の
機
能
障
害
」「
脳
血

管
障
害
」「
認
知
症
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
健
康

寿
命
を
延
ば
す
に
は
、

「
栄
養
」「
身
体
的
活
動
」

「
社
会
的
参
加
」
の
３
つ

の
要
因
を
押
さ
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

脂
質
異
常
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
肥
満
な
ど
の

「
生
活
習
慣
の
改
善
」
を

行
い
な
が
ら
、「
適
度
な

運
動
」「
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
」「
人
と
の
か
か

わ
り
を
持
つ
社
会
活
動
」

な
ど
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

国
は
、
２
０
４
０
年

ま
で
に
男
女
と
も
に
健

康
寿
命
を
75
歳
以
上
に

す
る
と
い
う
「
健
康
寿

命
の
延
伸
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
①
健
康
無
関
心
層

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強

化
②
次
世
代
を
含
め
た

す
べ
て
の
人
の
健
や
か

な
生
活
習
慣
形
成
③
疾

病
予
防
・
重
症
化
予
防
、

を
図
る
と
い
う
も
の
で

す
。

―
 

乳
が
ん
検
診
で
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
エ
コ
ー

の
ど
ち
ら
を
受
け
た
ほ
う

が
い
い
で
す
か
？

　
中
上　
乳
が
ん
検
診
に

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
超

音
波
エ
コ
ー
に
よ
る
検
査

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に

は
、
20

－

30
代
で
は
エ

コ
ー
、
40
代
以
降
は
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
検
査
は
一
長
一
短
の
た

め
、
年
齢
の
み
な
ら
ず
、

ご
自
身
の
乳
腺
と
脂
肪
の

割
合
や
、
過
去
の
受
診
結

果
も
参
考
に
検
査
を
し
て

い
ま
す
。

―
 

乳
が
ん
の
危
険
因
子
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
中
上　
キ
ー
ワ
ー
ド
は

年
齢
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
、

遺
伝
で
す
。

　
日
本
人
の
発
症
年
齢
は

欧
米
に
比
べ
て
若
く
、
40

歳
を
過
ぎ
た
ら
注
意
が
必

要
で
す
。

　
次
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と

い
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
過

剰
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状

態
、
た
と
え
ば
、
初
潮
が

早
か
っ
た
人
、
閉
経
が
遅

か
っ
た
人
な
ど
、
生
理
が

あ
る
期
間
が
長
い
人
は
、

発
生
率
が
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
３
つ
目
の
遺
伝
は
乳
が

ん
全
体
の
約
５
〜
10
％
で

す
が
、
若
く
し
て
乳
が
ん

に
な
っ
た
場
合
や
、
親
族

に
乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
を

発
症
し
た
方
が
い
る
場
合

に
可
能
性
が
高
く
、
年
間

４
５
０
０
〜
９
０
０
０
人

が
罹
患
し
て
い
る
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遺
伝
性
乳
が
ん
は
い
く

つ
か
の
対
処
方
法
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

多
く
の
乳
が
ん
の
原
因
は

現
在
も
不
明
で
す
の
で
、

検
診
に
よ
り
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
 

人
間
ド
ッ
ク
と
定
期
健

康
診
断
の
違
い
は
何
で
す

か
？

　
中
上　
ど
ち
ら
も
健
康

異
常
の
早
期
発
見
と
健
康

維
持
が
目
的
で
す
が
、
定

期
健
康
診
断
は
労
働
安
全

衛
生
法
に
よ
り
会
社
も
社

員
も
行
う
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
法

的
な
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
検
査
項
目
が
多
く
、

当
日
医
師
に
よ
る
検
査
結

果
の
説
明
を
聞
け
た
り
、

食
事
・
運
動
療
法
に
関
す

る
指
導
（
健
康
ア
ド
バ
イ

ス
）
を
受
け
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
受
診
後
の

フ
ォ
ロ
ー
も
行
わ
れ
ま

す
。

―
 

検
査
前
に
注
意
し
て
お

く
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
中
上　
検
査
前
の
一
定

時
間
は
食
事
を
避
け
胃
の

中
を
空
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
ご
自
身
が
薬
を

飲
む
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
朝
６
時
ま
で
に
少
量

の
水
で
飲
ん
で
お
い
て
く

だ
さ
い
。

―
 

検
査
結
果
で
「
要
再
検

査
」「
要
精
密
検
査
」
と

な
っ
た
ら
心
配
で
す
。

　
中
上　
再
検
査
は
異
常

の
有
無
を
確
認
す
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
が
、
一
過

性
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

精
密
検
査
は
見
つ
か
っ
た

異
常
の
原
因
を
探
る
た
め

に
行
う
も
の
で
、
検
査
内

容
は
見
つ
か
っ
た
異
常
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
治

療
対
象
と
な
ら
な
い
異
常

も
あ
り
ま
す
。

　
再
検
査
・
精
密
検
査
を

受
け
る
医
療
機
関
は
基
本

的
に
任
意
で
す
が
、
病
院

で
の
検
査
が
必
要
な
場
合

は
人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診

断
を
受
け
た
施
設
か
ら
の

紹
介
状
を
お
持
ち
の
方
が

ス
ム
ー
ズ
で
す
。

―
 

が
ん
検
診
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

か
？

　
中
上　
日
本
で
は
、
国

が
推
奨
す
る
５
つ
の
が
ん

（
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大

腸
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳

が
ん
）
に
加
え
、
肝
臓
が

ん
、
胆
の
う
が
ん
、
す
い

臓
が
ん
、
腎
臓
が
ん
、
甲

状
腺
が
ん
、
前
立
腺
が
ん

を
含
む
総
合
的
な
が
ん
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
、
自
覚
症

状
の
な
い
健
康
な
人
が
対

象
で
、
症
状
が
出
る
前
の

「
早
期
の
が
ん
」
を
見
つ

け
、
治
療
に
結
び
付
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

―
 

が
ん
を
予
防
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す

か
？

　
中
上　
が
ん
予
防
に
は

禁
煙
、
節
酒
、
食
生
活
、

身
体
活
動
、
適
正
体
重
、

感
染
の
６
つ
の
要
因
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
研
究
振
興
財
団
で

は
表
の
12
か
条
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
変
化
を
引
き
お

こ
す
と
考
え
ら
れ
る
物
質

が
い
く
つ
も
あ
り
、
体
内

で
は
日
常
的
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

変
異
、
修
復
が
起
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
変
異
の
積

み
重
ね
が
が
ん
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
表
の
１
〜

９
に
注
意
す
る
こ
と
で
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
変
異
誘
導
が
避
け

ら
れ
、
が
ん
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
検
査
で
も
１
０

０
％
が
ん
を
見
つ
け
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
。
が
ん

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
見
す

る
た
め
に
は
、
定
期
的
に

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
気
に
な
る
症
状

が
現
れ
た
場
合
に
は
、
次

の
検
診
を
待
た
ず
直
ち
に

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

12
か
条
は
、
広
く
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
も
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

健
康
寿
命
と
は

乳
が
ん
検
診
に

つ
い
て

動脈硬化

人間ドック健診

結果説明 医師による結果説明がある

保健指導体制がある

ある

保健指導

受診後の
フォロー

多い
オプションの設定もできる検査項目

特にない法律上の
義務

一般的な健診

結果表の送付のみが多い

ない場合が多い

ない場合が多い

よくある病気をおおまかに
チェック

受診の義務が規定されている

健康寿命と 平均寿命 の差

健康寿命  約72.14歳
平均寿命  約80.98歳

健康寿命  約74.79歳
平均寿命  約87.14歳

8.84年の差

12.35年の差

健康寿命と 平均寿命 の差

健康寿命  約72.14歳
平均寿命    約80.98歳

健康寿命  約74.79歳
平均寿命    約87.14歳

8.84年の差

12.35年の差

脂質異常症
糖尿病
高血圧
喫　煙
肥　満

心疾患

脳卒中

筋力低下

要介護

がんを防ぐのための12か条
（がん研究振興財団）

たばこは吸わない
他人のたばこの煙を避ける
お酒はほどほどに
バランスのとれた食生活を
塩辛い食品は控えめに
野菜や果物は不足にならないように
適度に運動
適切な体重維持
ウイルスや細菌の感染予防と治療
定期的ながん検診を
身体の異常に気がついたら、
すぐに受診を
正しいがん情報でがんを
知ることから

女性の部位別がん発症率

（出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」）
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